
作成 vCenterドメイン、インターフェイ
ス、およびスイッチのプロファイルの代替

手順

インストールする前に設定タスクを実行するためのunified設定ウィザードの使用をお勧めCisco
ACI Virtual Edge。ただし、別の詳細なポリシーを設定する必要がある場合があります。

この付録には、vCenterドメインプロファイルとインターフェイスおよびスイッチのプロファ
イルのさまざまな種類の作成の個々の手順が含まれています。

•ポートチャネルスイッチおよびインターフェイスのプロファイルの作成（1ページ）

• GUIを使用した VPCインターフェイスとスイッチプロファイルの作成（3ページ）

• GUIを使用して FEXノードのインターフェイスとスイッチプロファイルを作成する（6
ページ）

•インターフェイスポリシーグループを変更して vSwitch側のポリシーをオーバーライド
する（8ページ）

• Cisco ACI Virtual Edgeの VMMドメインプロファイルの作成 （10ページ）

ポートチャネルスイッチおよびインターフェイスのプロ

ファイルの作成
インストールする前にCisco ACI Virtual Edgeスイッチを作成し、インターフェイスのプロファ
イル。

始める前に

この手順の dは、手順 4では、ドロップダウンリストから、リーフスイッチノード IDを選択
します。これは、ESXiまたはレイヤ 2クラウドホストに接続されているリーフスイッチの
ノード IDと一致する必要があります。リーフスイッチノード IDを確認します Fabric
Membership ウィンドウに移動し、 ファブリック > インベントリ > Fabric Membership 。

作成 vCenterドメイン、インターフェイス、およびスイッチのプロファイルの代替手順
1



手順

ステップ 1 Cisco APICにログインします。

ステップ 2 [Fabric] > [Access Policies]を選択します。

ステップ 3 ポリシー ナビゲーションウィンドウでは、展開、 スイッチ フォルダ、および リーフスイッ

チ フォルダ。

ステップ 4 Profilesフォルダを右クリックし、Create Leaf Profileを選択します。

ステップ 5 Create Leaf Profile (STEP 1 > Profile)ダイアログボックスで、次の手順を実行します:

a) [Name]フィールドに、名前を入力します

b) Leaf Selectorsフィールドで、+アイコンをクリックして、新しいスイッチセレクタを作成
します。

c) [Name]フィールドに、名前を入力します

d) [Blocks]フィールドで、ドロップダウンリストからリーフスイッチノード IDを選択しま
す。

e) Updateをクリックします。

f) [Next]をクリックします。

ステップ 6 Create Leaf Profile (STEP 2 > Associations)ダイアログボックスの Interface Selectors Profilesエ
リアで、+アイコンをクリックして、新しいインターフェイスセレクタプロファイルを作成
します。

ステップ 7 [Create Interface Profile]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Name]フィールドに、vLeaf名を入力します。

b) [Interface Selectors]領域で、[+]アイコンをクリックして新しいインターフェイスセレクタ
を作成します。

ステップ 8 [Create Access Port Selector]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Name]フィールドでセレクタの名前を入力します。

b) [Interface IDs]フィールドで、ESXiホストに接続された物理インターフェイスのアクセス
ポートインターフェイス IDを入力します。

c) [Interface Policy Group]ドロップダウンリストで、[Create PC Interface Policy Group]を選択
します。

ステップ 9 [Create PC Interface Policy Group]ダイアログボックスで、[Name]フィールドにポリシーグルー
プ名を入力します。

ステップ 10 [Port Channel Policy]フィールドで、ドロップダウンリストから [Create Port Channel Policy]を
選択します。

ステップ 11 [Create Port Channel Policy]ダイアログボックスで、次の手順を実行します:

a) [Name]フィールドにポリシー名を入力します。

b) [Mode]フィールドで、次の値の 1つを選択します。

• Static Channel - Mode On

• LACP Active
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• LACP Passive

• MAC Pinning

• MAC Pinning-Physical-NIC-load

VPCリーフペアへの直接接続でMACピニングを使用しないでください。代わり
に、Link Aggregation Control Protocol (LACP)または拡張 LACPを使用して、冗長
性と信頼性を提供します。直接接続でMACピニングを使用すると、ピアリーフ
スイッチの再起動時にトラフィックが失われます。MACピニングは、サウスバ
ウンドインターフェイスを使用する Cisco UCSファブリックインターコネクト
など、仮想ポートチャネル (VPC)をサポートできない場合にのみ使用してくださ
い。

（注）

c) [Submit]をクリックします。`

ステップ 12 [Create PC Interface Policy Group]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) エンティティプロファイルの接続されている フィールドで、以前に作成したプロファイ

ルを選択またはドロップダウンリストから 1つを作成します。

b) [Submit]をクリックします。`

ステップ 13 [Create Access Port Selector]ダイアログボックスで、[OK]をクリックします。

ステップ 14 [Create Leaf Interface Profile]ダイアログボックスで、[Submit]をクリックします。

ステップ 15 Create Leaf Profileダイアログボックスで、新しいインターフェイスプロファイルを選択し、
Finishをクリックします。

GUIを使用した VPCインターフェイスとスイッチプロ
ファイルの作成

手順

ステップ 1 Cisco APICにログインします。

ステップ 2 [Fabric] > [Access Policies]を選択します。

ステップ 3 Policiesナビゲーションウィンドウで、Policiesおよび Switchフォルダを展開します。

ステップ 4 VPC Domainフォルダを右クリックして、Create VPC Domain Policyを選択します。

ステップ 5 [Create VPC Domain Policy]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Name]フィールドにポリシーの名前を入力します。

b) [Peer Dead Interval]フィールドに、値を入力します。

範囲は 3～ 300秒です。

c) Submitをクリックしてポリシーを保存します。
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ステップ 6 Policiesナビゲーションウィンドウで、Switchesと Leaf Switchesフォルダを展開し、Profiles
フォルダを右クリックし、Create Leaf Profileを選択します。

ステップ 7 Create Leaf Profileダイアログボックスで、次の手順を実行します:

a) Nameフィールドに、プロファイルの名前を入力します。

b) Leaf Selectorsエリアで、 +アイコンをクリックします。

c) Nameフィールドに、セレクタの名前を入力します。

d) Blocksドロップダウンリストから、ポリシーグループに関連付けるリーフを選択します。

e) Updateをクリックします。

f) [Next]をクリックします。

ステップ 8 Create Leaf ProfileダイアログボックスのInterface Selector Profilesエリアで、+アイコンをク
リックします。

ステップ 9 Create Leaf Interface Profileダイアログボックスで、次の手順を実行します:

a) [Name]フィールドに、プロファイルの名前を入力します。

b) [Interface Selectors]領域で、[+]アイコンをクリックします。

ステップ 10 [Create Access Port Selector]ダイアログボックスで、次のアクションを実行します。

a) Nameフィールドに、セレクタの名前を入力します。

b) Interface IDsフィールドに、範囲の値を入力します。

c) Interface Policy Groupドロップダウンメニューで、ドロップダウンリストからCreate VPC
Interface Policy Groupを選択します。

ステップ 11 Create VPC Interface Policy Groupダイアログボックスで、次の手順を実行します:

a) Nameフィールドにポリシーグループの名前を入力します。

b) Port Channel Policyドロップダウンメニューで、ドロップダウンリストから Create Port
Channel Policyを選択します。

ステップ 12 [Create Port Channel Policy]ダイアログボックスで、次のアクションを完了します。

a) [Name]フィールドにポリシーの名前を入力します。

b) [Mode]フィールドで、次のオプションのうちセットアップに適したものを 1つ選択しま
す。

• Static Channel - Mode On

• LACP Active

• LACP Passive

• MAC Pinning

• MAC Pinning-Physical-load
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VPCリーフペアへの直接接続でMACピニングを使用しないでください。代わり
に、Link Aggregation Control Protocol (LACP)または拡張 LACPを使用して、冗長
性と信頼性を提供します。直接接続でMACピニングを使用すると、ピアリーフ
スイッチの再起動時にトラフィックが失われます。MACピニングは、サウスバ
ウンドインターフェイスを使用する Cisco UCSファブリックインターコネクト
など、仮想ポートチャネル (VPC)をサポートできない場合にのみ使用してくださ
い。

（注）

c) Submitをクリックします。

ステップ 13 [Create VPC Interface Policy Group]ダイアログボックスで、次のアクションを実行します。

a) [Attached Entity Profile]フィールドで、ドロップダウンリストから [default]を選択します。

接続可能エンティティプロファイルを新規作成して、ノードポリシーの作成後にポリシー

をオーバーライドできます。これを行う必要がある状況としては、Cisco ACI Virtual Edge
を実行している ESXiホストとリーフの間に中間レイヤー 2デバイスがある場合や、ファ
ブリック側で LACPおよびトップオブラック（ToR）スイッチ/リーフを使用する一方で、
Cisco ACI Virtual Edge側でMACピン接続などの別のポリシーを使用する場合などがあり
ます。

b) [Submit]をクリックします。

ステップ 14 [Create Access Port Selector]ダイアログボックスで、[OK]をクリックします。

ステップ 15 Create Leaf Interface Profileダイアログボックスで、Submitをクリックします。

ステップ 16 Create Leaf Profileダイアログボックスで、次の手順を実行します:

a) [Interface Selector Profiles]領域で、ステップ 9 aで作成したインターフェイスセレクタプ
ロファイルのチェックボックスをオンにします。

b) [Finish]をクリックします。

ステップ 17 VPCに 2番目のリーフを追加するには、次の手順を実行します。

a) ステップ 1～ 10 bを繰り返します。ただし、ステップ 7 bでは、他のリーフのノード ID
を入力します。

b) Create Access Port Selectorダイアログボックスで、手順 11 aで作成したポリシーグルー
プの名前を選択します。

c) [OK]をクリックします。

d) ステップ 15および 16を繰り返します。

ステップ 18 Policiesナビゲーションウィンドウで、Policiesおよび Switchフォルダを展開します。

ステップ 19 Virtual Port Channel defaultを右クリックして、Create VPC Explicit Protection Groupを選択
します。

ステップ 20 [Create VPC Explicit Protection Group]ダイアログボックスで、保護グループの名前、ID、スイッ
チの値を入力します。Submitをクリックして、保護グループを保存します。

リーフスイッチの各ペアには、固有 IDを有するVPC明示保護グループが 1つありま
す。

（注）
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同一の仮想ポートチャネルポリシーには、複数のVPC明示保護グループを含めるこ
とができます。

（注）

GUIを使用して FEXノードのインターフェイスとスイッ
チプロファイルを作成する

リーフに直接接続している FEXがある場合には、本ガイドのトポロジの付録の「シスコファ
ブリックエクステンダ」のセクションで、制限について参照してください。

（注）

始める前に

この手続きの手順 4では、FEXに接続されるリーフスイッチのノード IDをドロップダウンリ
ストから選択します。これは、ESXiまたはレイヤ 2クラウドホストに接続されているリーフ
スイッチのノード IDと一致する必要があります。[ファブリック（Fabric）] > [インベントリ
（Inventory）] > [ファブリックメンバーシップ（Fabric Membership）]に移動して、[ファブ
リックメンバーシップ（Fabric Membership）]ウィンドウでリーフスイッチノード IDを
チェックします。

手順

ステップ 1 Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）にログインします。

ステップ 2 [Fabric] > [Access Policies]を選択します。

ステップ 3 Policiesナビゲーションウィンドウで、Switchesと Leaf Switchesフォルダを展開します。

ステップ 4 Profilesフォルダを右クリックして、Create Leaf Profileを選択します。

ステップ 5 Create Leaf Profile STEP 1 > Profileダイアログボックスで、次の手順を実行します。:

a) [Name]フィールドに、プロファイルの名前を入力します。

b) Leaf Selectorsフィールドで、+アイコンをクリックします。

c) [Name]フィールドに、名前を入力します

d) [Blocks]フィールドで、ドロップダウンリストからFEXに接続されるリーフスイッチノー
ド IDを選択します。

e) [Blocks]ドロップダウン矢印または [Create Switch Profile]ダイアログボックスのどこかを
クリックすると、[Update]ボタンを表示できます。

f) Updateをクリックします。

g) [Next]をクリックします。
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ステップ 6 Create Leaf Profile STEP 2 > Associationsダイアログボックスの Interface Selectors Profilesエリ
アで、+アイコンをクリックして、新しいインターフェイスセレクタプロファイルを作成し
ます。

ステップ 7 Create Leaf Interface Profileダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Name]フィールドに、vLeaf名を入力します。

b) [Interface Selectors]領域で、[+]アイコンをクリックして新しいインターフェイスセレクタ
を作成します。

ステップ 8 [Create Access Port Selector]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) Nameフィールドでセレクタの名前を入力します。

b) [Interface IDs]フィールドで、FEXに接続されているリーフ上のアクセスポートインター
フェイス IDを入力します。

c) [Connected To Fex]チェックボックスをオンにします。

d) [FEX Profile]ドロップダウンリストから、[Create FEX profile]を選択します。

ステップ 9 Create FEX Profileダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Name]フィールドに、FEXプロファイルの名前を入力します。

b) [FEX Access Interface Selectors]領域で、[+]アイコンをクリックして FEXアクセスポート
を指定します。

ステップ 10 [Create Access Port Selector]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Name]フィールドに、セレクタの名前を入力します。

b) [Interface IDs]領域で、Cisco ACI Virtual Edgeをホストしている ESXiサーバに接続されて
いる FEX上のアクセスポートを指定します。

c) Interface Policy Groupエリアで、ドロップダウンリストからインターフェイスオプショ
ンを選択します。

Create PC Interface Policy Group、Create VPC Interface Policy Group、または Create Leaf
Access Port Policy Groupのいずれかを選択できます。

ステップ 11 ステップ 10 cで選択したオプションダイアログボックスで、次の手順を実行します:

a) [Name]フィールドに、アクセスポリシーのグループ名を入力します。

b) [Attached Entity Profile]領域で、適切な接続されたエンティティプロファイルを選択しま
す。

c) Submitをクリックします。

ステップ 12 Create Access Port Selectorダイアログボックスで、新たに作成されたアクセスポートポリシー
グループが Interface Policy Groupエリアに表示されていることを確認し、OKをクリックしま
す。

ステップ 13 Create FEX Profileダイアログボックスで、新たに作成された FEXアクセスインターフェイス
セレクタプロファイルが FEX Access Interface Selectorsエリアに表示されていることを確認
し、Submitをクリックします。

ステップ 14 [Create Access Port Selector]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) 新しく作成された FEXプロファイルが FEX Profileエリアにに表示されていることを確認
します。
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b) FEX IDフィールドに IDを入力します。

c) [OK]をクリックします。

ステップ 15 Create Leaf Interface Profileダイアログボックスで、リーフ側インターフェイスポートセレク
タプロファイルがあることを確認して、Submitをクリックします。

ステップ 16 Create Leaf Profile STEP 2 > Associationsダイアログボックスの Interface Selector Profilesエリ
アで、FEX用に作成したインターフェイスセレクタプロファイルのチェックボックスをオン
にして、Finishをクリックします。

次のタスク

FEXノードポリシーの設定が成功したことを確認する必要があります。ただし、Cisco APIC
が設定を完了するまで 10分程度待つ必要があります。

FEXノードポリシーの設定を確認するには、Cisco APIC GUIで以下の手順を実行します。

1. Fabric > Inventoryを選択します。

2. Inventoryナビゲーションウィンドウで、FEXノードプロファイルが作成されたリーフ
ノードを含むポッドのフォルダを展開します。

3. リーフノードのフォルダのアイコンをクリックします。

4. Fabric Extendersフォルダを選択します。

5. Fabric Extenders作業ウィンドウで、FEXが存在することを確認します。

インターフェイスポリシーグループを変更して vSwitch
側のポリシーをオーバーライドする

ノードポリシーを作成後、独自のアタッチ可能なエンティティプロファイルを作成すること

が必要となる場合があります。このことは、リーフと Cisco ACI Virtual Edgeを実行している
ESXiホストの間に、中間レイヤ 2デバイスが存在している場合に必要となります。このよう
なデバイスとしては、Cisco Nexus 5000/7000シリーズスイッチやブレードサーバ (Unified
Computing System [UCS])があります。

オーバーライドにより、中間デバイスのため、および Cisco ACI Virtual Edgeホストアップリ
ンクのために独立したリンクポリシーを設定することが可能になります。たとえば、UCSファ
ブリックインターコネクトが ACIに接続されていて、Cisco ACI Virtual Edgeホストが UCSブ
レード上で動作している場合には、ポートチャネルポリシーを使用している FIチャネルごと
にUCSファブリックインターコネクトアップリンクを設定しながら、UCSブレードのホスト
vNICはMACピニングを使用して別個に設定できるようにすることが必要なことがあるかもし
れません。
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次の両方に該当するときには vSwitchポリシーを選択する必要がある場合があります;

• vSwitchをホストする ESXiサーバが、レイヤ 2スイッチまたはブレードサーバを介して
リーフに接続されている。

•レイヤ 2デバイスと ESXiサーバによってホストされる vSwitch間のインターフェイスグ
ループポリシーが、レイヤ 2スイッチとリーフ間のインターフェイスグループポリシー
と異なっている必要があるネットワークである。ポリシーには、ポートチャネル、Cisco
Discovery Protocol (CDP)、Link Layer Discovery Protocol（LLDP）、スパニングツリープロ
トコル（STP）およびファイアウォールが含まれます。

（注）

始める前に

•カスタムのアタッチ可能なエンティティプロファイルを作成する前に、VMware vCenter
ドメインを作成する必要があります。詳細については、このガイドのCiscoACIVirtualEdge
のVMMドメインプロファイルの作成 （10ページ）のセクションを参照してください。

vCenterドメインを作成する際には、アタッチ可能なエンティティ
プロファイルを選択する必要があります。ただし、まだ存在しな

い場合には、Attachable Entity Profileフィールドを空白のままに
するか、デフォルトを選択します。カスタムプロファイルを作成

した後で、それをvCenterドメインに関連付けることができます。

（注）

• [ファブリック（Fabric）] > [アクセスポリシー（Access Policies）] > [インターフェイス
（Interfaces）] > [リーフインターフェイス（Leaf Interfaces）] > [プロファイル（Profiles）]
で、ポートセレクタを持つ適切なインターフェイスプロファイルが作成されていること

を確認します。後ほどポートをオーバーライドポリシーに関連付けます。

• vCenterドメイン用に vSwitchポリシーを設定しておく必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco APICにログインします。

ステップ 2 Fabric > Access Policiesを選択します。

ステップ 3 Policiesナビゲーションウィンドウで、Policiesおよび Globalフォルダを展開し、Attachable
Access Entity Profilesフォルダを右クリックして、Create Attachable Access Entity Profileを選
択します。

ステップ 4 Create Attachable Access Entity Profile, Step 1 > Profilesダイアログボックスで、次の操作を実
行します:

a) [Name]フィールドに、プロファイルの名前を入力します。
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b) [Enable Infrastructure VLAN]チェックボックスをオンにします。

c) [+]アイコンをクリックして [Domains]を展開し、アタッチ可能なエンティティプロファ
イルに関連付ける VMMドメインを追加します。

d) Updateをクリックします。

e) [Next]をクリックします。

ステップ 5 Create Attachable Access Entity Profile, Step 2> Association to Interfacesダイアログボックスで、
アタッチ可能なエンティティプロファイルと関連付ける必要のあるインターフェイスポリシー

グループを選択します。

各インターフェイスポリシーグループに対して、[All]または [Specific]オプション
ボタンを選択できます。Allラジオボタンは、インターフェイスポリシーグループ
からのすべてのインターフェイスを、アタッチ可能なエンティティプロファイルに関

連付けます。Specificラジオボタンは、特定のノードからの特定のインターフェイス
を関連付けます。インターフェイスポリシーグループに対し Specificオプションボ
タンを選択すると、スイッチ IDとインターフェイスを指定し、その後、Updateボタ
ンをクリックするように求められます。

（注）

ステップ 6 [Finish]をクリックします。

ステップ 7 Virtual Networking > Inventoryに移動します。

ステップ 8 左側のナビゲーションウィンドウで、VMM Domainsおよび VMwareフォルダを展開し、関
連する VMMドメインを選択します。

ステップ 9 作業ウィンドウで、VSwitch Policyタブをクリックします。

ステップ 10 [vSwitch policy]ドロップダウンリストから、オーバーライドポリシーとして適用するネット
ワークポリシーを選択します。

ステップ 11 [送信（Submit）]をクリックします。

Cisco ACI Virtual Edgeの VMMドメインプロファイルの作
成

Ciscoアプリケーションセントリックインフラストラクチャ (ACI)仮想 Edgeをインストール
する前に、そのためのVMMドメインをCisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）
で作成する必要があります。

Cisco ACI Virtual Edgeエンドポイントグループのアップリンクを設定するには、次の手順を使
用します。[ファブリック（Fabric）]タブの設定ウィザードを使用して Cisco ACI Virtual Edge
VMMドメインを作成する場合は、アップリンクを設定できません。ただし、Cisco ACI Virtual
Edgeをすでに作成している場合は、アップリンクを追加できます。「CiscoACI仮想化ガイド、

リリース 4.2（x）」の手順「VMMドメインの編集とアップリンクの変更」を参照してくださ
い。

（注）
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始める前に

•マルチキャスト IPアドレスプールに、VMware vCenterドメインにパブリッシュされる
EPG数に対応するのに十分なマルチキャスト IPアドレスがあることを確認します。VMware
vCenterドメインにすでに関連付けられているマルチキャストアドレスプールに IPアド
レスをいつでも追加できます。

•十分なVLAN IDがあることを確認します。これを行わないと、ポートの EPGがカプセル
化を使用できないと報告することがあります。

• VMware vCenterがインストールおよび設定されており、インバンド/アウトオブバンド管
理ネットワークを介して到達可能である必要があります。

• VMware vCenterに対する管理者/ルートのクレデンシャルがあることを確認します。

•インターフェイスおよびスイッチのプロファイルを作成します。手順については、このガ
イドの「ポートチャネルスイッチおよびインターフェイスプロファイルの作成」を参照

してください。

• (オプション)アタッチ可能なエンティティプロファイル (AEP)を作成します。

vCenterドメインプロファイルの作成中には、AEPを選択するかまたは作成するように求
められます。事前に 1つ作成する場合には、『Cisco ACI Virtual Edge Configuration Guide』
の「Configuring an Attachable Entity Profile Using the GUI」に記されている手順に従ってく
ださい。

Cisco ACI Virtual Edge VMMドメインに割り当てられた AEP内の
インフラストラクチャ VLANを有効にします。これは、VMware
vCenterドメインプロファイルの作成前または作成中に AEPを作
成するかどうかに関係なく実行します。Create Attachable Access
Entity Profileダイアログボックスで、Enable Infrastructure VLAN
チェックボックスをオンにします。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco APICにログインします。

ステップ 2 [仮想ネットワーキング（Virtual Networking）] > [インベントリ（Inventory）]に移動します。

ステップ 3 [Inventory]ナビゲーションウィンドウで、VMM Domainsを展開し、VMwareを右クリック
し、Create vCenter Domainを選択します。

ステップ 4 Create vCenter Domainダイアログボックスで、次の手順を実行します:

a) Virtual Switch Nameフィールドに名前を入力します。

b) Virtual Switch Areaで、Cisco AVEを選択します。

Cisco AVEを選択すると、 Cisco ACI Virtual Edgeのための VMMドメインが作成されま
す。
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VMware vSphere Proactive HAを使用する場合は、次の 2つのサブステップを実
行します。Cisco APICは VMware vCenterに、動作していない Cisco ACI Virtual
Edgeを持つホストを隔離し、動作している Cisco ACI Virtual Edgeを持つホスト
に VMを移動するように指示します。この機能は、Cisco ACI vPodの一部とし
て Cisco ACI Virtual Edgeを使用することはできません。

また、VMware vCenterで Proactive HAを有効にする必要があります。このガイ
ドの付録「VMware vSphere Proactive HAを使用して Cisco ACI仮想エッジ可用
性を改善する」を参照してください。

（注）

c) [AVEタイムアウト時間（秒）（AVE Time Out Time（seconds））]セレクタを使用し
て、VMware vCenterをトリガーして、非稼働状態の Cisco ACI Virtual Edgeを持つホスト
を隔離し、ホストから VMを移動する期間を選択します。

10〜 300秒の範囲で任意の値を選択できます。デフォルトは 30秒です。

d) [ホスト可用性保証（Host Availability Assurance）]チェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、VMware vCenterにVMware Proactive HAオブジェ
クトが作成されます。このオブジェクトを使用すると、VMware vCenterが非稼働のCisco
ACI Virtual Edgeを持つホストを検疫し、ホストから VMを移動できます。

稼働していないCisco ACI Virtual Edgeを持つホストを検疫するには、vCenterで
VMware Proactive HAをアクティブ化する必要があります。

（注）

e) [Switching Preference]領域で、[No Local Switching]または [Local Switching]を選択しま
す。

スイッチングの設定については、Cisco ACI Virtual Edgeとはのセクションを参照してく
ださい。本ガイドの「概要」の章にあります。

No Local Switchingを選択した場合に使用できるのは、VXLANカプセル化だけ
です。

（注）

f) ステップ 4fで [ローカル切り替え（Local Switching）]を選択した場合には、[デフォルト
の Encapモード（Default Encap Mode）]エリアでモードを選択します。

VLAN modeまたはVXLAN modeを選択できます。同じVMMドメイン内で両方のカプ
セル化方式を使用することもできます。『Cisco ACI Virtual Edge Configuration Guide』の
「Mixed-Mode Encapsulation Configuration」のセクションを参照してください。

g) Associated Attachable Entity Profileドロップダウンリストで、プロファイルを作成する
か、以前に作成したものを選択します。

手順については、『Cisco ACI Virtual Edge Configuration Guide』の「Configuring an
Attachable Entity Profile Using the GUI」を参照してください。

h) [VLAN Pool]ドロップダウンリストで、VLANプールを選択するか作成します。

Cisco ACI Virtual Edgeを混合モードまたは VLANのモードで展開する場合には、2つの
VLANプールを作成します。1つはプライマリカプセル化のため、もう1つはプライベー
トVLANの実装のためです。プライベートVLANプールの役割は内部である必要があり
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ます。Cisco ACI Virtual Edgeプライベート VLANプールが必要なだけ VXLANモードで
展開されます。

i) [AVEファブリックワイドマルチキャストアドレス（AVE Fabric-Wide Multicast
Address）]フィールドで、アドレスを入力します。

j) Pool of Multicast Addresses (one per-EPG)ドロップダウンリストで、プールを選択する
か作成します。

k) [vCenterクレデンシャル（vCenter Credentials）]エリアで [+] (プラス)アイコンをクリッ
クし、[vCenterクレデンシャルの作成（Create vCenter credential）]ダイアログボック
スで次の手順に従います。[名前（Name）]フィールドに VMware vCenterアカウントプ
ロファイル名を入力し、[ユーザー名（Username）]フィールドに VMware vCenterユー
ザ名を入力し、VMware vCenterのパスワードをの入力と確認入力を行ってから、[OK]
をクリックします。

l) [vCenter]エリアで [+] (プラス)アイコンをクリックし、[vCenterコントローラの作成
（Create vCenter Controller）]ダイアログボックスで次の手順に従います。VMware
vCenterコントローラ名、VMware vCenterのホスト名か IPアドレス、DVSのバージョ
ン、データセンター名 (VMware vCenterで設定されたデータセンター名と一致している
必要があります)を入力し、前の手順で作成したクレデンシャルを選択して、[OK]をク
リックします。

DVSバージョン 5.5以降を選択できます。

同じドメインに複数の vCenterコントローラを作成できます。さらに vCenterコ
ントローラを作成する場合は、新しい vCenterコントローラごとにこのサブス
テップを繰り返します。

（注）

m) Create vCenter Domainダイアログボックスで Submitをクリックします。

VMware作業ウィンドウには、新しく作成された VMMドメインが表示されます。これ
は VMware vCenterにプッシュされます。

n) [アップリンクの数（Number of Uplinks）]ドロップダウンリストから、仮想スイッチ
アップリンクポートグループへのアップリンクの数を選択します。

最大 32個のアップリンクを仮想スイッチアップリンクポートグループに関連付けるこ
とができます。この手順は任意です。値を選択しない場合、デフォルトで 8つのアップ
リンクがポートグループに関連付けられます。VMMドメインの作成が完了したら、アッ
プリンクに名前を付けることができます。EPGの VMMドメインの関連付けを作成また
は編集するときに、アップリンクのフェールオーバーを設定することもできます。

o) ポートチャネルモード、vSwitchポリシー、およびその他の機能を設定に応じて設定し
ます。

vSwitchポリシー内のポートチャネルポリシーは、サポートされるトポロジ要件に一致
するように正しく設定する必要があります。
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次のタスク

• VMware vCenterの vSphere Webクライアントを使用して、新たに作成された Cisco ACI
Virtual Edge DVSに、1つ以上の ESXiホストとその PNICを追加します。

• VMware vCenterで vSphere Proactive HAをまだ有効にしていない場合は、有効にします。

•アップリンクの名前を変更するか、それらのフェールオーバーを設定します。
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